
２月の行事予定

日 曜 行 事

1 水 2年キャリア講演会 学校内販売日

2 木 前期選抜一括出願

3 金 育成校外学習 カウンセリングの日

4 土
5 日 京都はぐくみ憲章の日

6 月
7 火 前期選抜一括交付

8 水
9 木 3年私学入試前日指導

10 金 ３年私学入試① カウンセリングの日

11 土 建国記念の日 ３年私学入試②

12 日 ３年私学入試③

13 月 １・２年テスト１週間前 学習相談会 給食予約〆切

14 火 学習相談会

15 水 ３年公立前期前日指導 学習相談会 育成宿泊学習①

16 木 公立前期選抜検査① 学習相談会 育成宿泊学習②

17 金 公立前期選抜検査② カウンセリングの日

18 土
19 日
20 月 1・2年定期考査Ⅴ①

21 火 1・2年定期考査Ⅴ②

22 水 1・2年定期考査Ⅴ③ 公立前期選抜合格発表

23 木 天皇誕生日

24 金 カウンセリングの日

25 土
26 日
27 月
28 火
【予定】
３/8 公立中期選抜検査
３/10 ３年生を送る会
３/15 第３8回卒業証書授与式
３/17 公立中期選抜合格発表
３/20 修了式
３/３０ 離任式
４/６ 令和5年度着任式・始業式
４/７ 入学式
※諸事情により、変更になることがありま
す。ご了承ください。
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登校指導で
みなさんは、１２月の人権週間の校長講話の内容を覚えて

いますか？人権作文「みんなのヒーロー」を紹介しました。

そのなかで、「正しい知識と理解」「より良い思考と判断」そ

して何より「態度と行動」をとってほしい、と話をしました。

そのことが、垣間見られた場面がありました。１月に大雪が

降りました。その残雪は日当たりの悪いところでは数日間溶

けず、滑りやすくなっていました。朝の登校指導で校門前に

立っていると、公園辺りで１台のバイクが路面凍結のために

滑って転倒しました。運転されていた方は、しばらくその場

でうずくまっていました。すると、登校中の生徒が、心配し

て引き返し、２人、３人と駆け寄って運転手さんに声をかけ

ていたのです。運転手さんは転倒の際肩を強打され、激痛の

中、その生徒たちに「ありがとう、大丈夫だから、登校して

ください」と伝えられたようでした。

その場に出くわした生徒たちは、突然の出来事に一瞬どう

していいか、戸惑った様子はありました。けれども、転倒し

た運転手さんを見過ごす訳にはいかない。自分たちに何が出

来るか分からないけれども･･･心配だ。という思いで行動し

てくれたのだと察します。

そのときの生徒のみなさんの行動を誇らしく思います。校

長からも感謝の意を伝えます。ありがとう。
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心のなかの勝負は５１対４９
今年度も残すところ、あと２ヶ月となりました。この間、生徒

の皆さんに「目標を立てる・自分で判断決定をする・自分や人を
褒める・体と心をコントロールする」と、節目節目に話をしてき
ました。今回は、「自分で判断決定をする」について、述べたい
と思います。
私たちは、物事を決めるときYesかNo、やりたいかやりたくな

いといった二者択一による単純な気持ちで判断を下しているよう
に思いがちです。しかし、私たちの心の中はそんなに単純なもの
ではありません。
例えば、電車やバスに乗って座っているときに、自分は誰かに

席を譲ろうかと頭の中で考えていても、いざ、お年寄りや体の不
自由な方が目の前に来たときに、席を譲った方が良いか？今日は
疲れているから席を譲るのを止めようか？と、迷って決断できな
かった経験はないでしょうか？このように判断決定する前には、
誰もが迷うのです。迷わないで判断できる人はほとんどいません。
最初から席を譲る気持ちが100％で、席をゆずらない気持ちが０
％ではないのです。
心の奥底に揺れ動く自分がいて、自分で判断決定するとき心の

底の方では、対立する考えが同じだけの大きさでせめぎ合ってい
るのです。50対50のどちらかの1が動いて、「51対49」くらい
の僅差の勝負になっていることが多いのです。
つまり、人が判断決定するというのは単純なことではなく、微

妙な心の動きがあるということです。「心のなかの勝負は51対4
9」、しかし、一旦決めてしまうと、それまでの「揺れる心（49）」
はあたかも無かったかのように思い、最終的な決定（51）のみ
を強く意識するようになりがちです。しかし、揺れる心（４９）
も含め自分の判断決定に責任とをもってほしいと思います。こう
した心のなかに動きがあるということを知り、日常生活の中で上
手く活用し、自分にとってより良い選択を心がけて行きましょう。
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